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国、県との密接な連携のもと

創意工夫をしなから

町づくりlこ全力投球〝
平成7年度一般会計予算33億7，511万円

特別会計15億，，213万2千円

平
成
七
年
度
一
般
会
計
特
別
会
計
予
算
が
三
月
二
十
日

に
議
会
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
四
十
九
億
六
千
七
百
八
十
三
万
二
千
円
（
前
年
対

比
三
％
減
）
　
の
本
年
度
予
算
。
そ
の
予
算
概
要
と
福
田
町

長
の
施
政
方
針
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。
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平
成
七
年
度
予
算
案
を
本
議
会

に
提
出
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
概

要
と
提
案
理
由
並
び
に
所
信
の
一

端
を
申
し
上
げ
、
本
会
議
を
通
じ

ま
し
て
、
町
民
皆
さ
ん
の
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
す

次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
七
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
り
ま
し
て
は
、
村
山
政
権
に
よ

り
ま
す
政
治
、
経
済
、
社
会
の
仕

組
み
を
大
き
く
つ
く
り
変
え
る
内

外
激
動
と
変
革
の
中
、
本
年
一
月

十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
、
突

然
の
阪
神
淡
路
大
地
震
の
発
生
に

よ
り
死
者
（
三
月
九
日
現
在
）
五
、

四
七
二
人
、
未
だ
十
万
人
に
及
ぶ
避

難
生
活
を
か
ぞ
え
、
戦
後
最
悪
の

大
災
害
に
対
し
謹
ん
で
封
僻
の
誠

を
捧
げ
ま
す
と
共
に
、
心
か
ら
お

見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
が
復
興
の
た
め
の
今
後
の

、疇夢

経
済
不
安
に
加
え
、
米
の
貿
易
自

由
化
に
伴
う
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
農

業
か
ら
脱
皮
を
求
め
た
国
際
化
に

向
け
十
一
月
か
ら
新
食
糧
法
に
よ

る
中
山
間
地
農
業
対
策
等
、
将
来

の
展
望
不
透
明
と
経
済
不
安
定
の

中
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
内
外
共
に
厳
し
い

現
状
の
な
か
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
協
力
参
加
の
も
と
に
、
国
、

県
の
信
頼
と
支
援
に
よ
り
、
い
ま
、

農
業
農
村
活
性
化
構
造
改
善
事
業
、

中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整

備
事
業
、
地
域
福
祉
推
進
事
業
、

や
さ
し
い
町
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と

創
生
単
独
事
業
、
上
下
水
道
を
は

じ
め
、
ご
み
処
理
施
設
等
の
生
活

関
連
環
境
整
備
事
業
、
学
校
施
設

整
備
等
々
、
本
町
発
足
以
来
町
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
大
型
継

続
事
業
は
山
積
い
た
し
て
お
り
ま

噂

町
民
生
活
の

安
定
向
上
に

全
力
で
取
り
組
む

又
、
第
二
次
江
府
町
総
合
計
画

後
期
実
施
計
画
も
あ
と
一
年
を
残

す
大
切
な
年
を
迎
え
、
更
に
二
十

一
世
紀
を
間
近
に
ひ
か
え
、
社
会

情
勢
は
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少

と
、
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化

と
い
っ
た
地
域
課
題
も
深
刻
化
し
、

今
後
こ
れ
ら
の
動
き
は
一
層
進
展

す
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
中
、

公
共
事
業
依
存
度
の
高
い
本
町
と

し
て
可
能
を
限
り
、
国
、
県
と
の

新
年
度
事
業
の
認
定
協
議
に
よ
り

ま
す
高
率
補
助
金
採
択
、
更
に
辺

地
、
む
ら
づ
く
り
事
業
債
の
承
認

等
、
行
財
政
運
営
執
行
上
の
厳
し

さ
に
真
正
面
か
ら
取
組
み
、
見
通

し
の
上
に
立
っ
て
、
圧
縮
予
算
の

中
に
も
財
源
の
有
効
配
分
を
勘
案

し
な
が
ら
積
極
的
を
年
間
予
算
を

編
成
し
、
引
き
続
き
二
十
一
世
紀

を
展
望
し
た
一
層
の
町
民
生
活
の

安
定
を
図
る
べ
く
全
力
を
あ
げ
て

取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
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従
い
ま
し
て
、
今
、
国
の
景
気

対
策
に
も
と
づ
く
大
型
の
公
共
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景
気
の
動

き
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

内
外
の
経
済
情
勢
等
の
推
移
に
即

応
し
っ
つ
、
そ
の
機
動
的
弾
力
的

運
用
と
景
気
対
策
の
た
め
に
は
工

事
の
早
期
発
注
も
図
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
一
方
、
自
主
的
主
体
的
に
創
意

工
夫
し
を
が
ら
、
魅
力
と
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
自
ら
汗

を
流
し
て
取
り
組
む
単
独
事
業
も

実
施
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
行
政
の
基
本
で
あ
り
ま
す

主
権
者
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

積
極
的
参
加
が
今
こ
そ
大
き
を
役

割
と
し
て
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り

全
町
建
設
事
業

ピ
ー
ク
に
対
応

中
電
の
積
極
的
な
協
力
で

固
定
資
産
税
率

百
分
の
〇
・
二
ア
ッ
プ

町
民
に
は
区
長
を
通
じ
還
元

又
、
本
予
算
に
お
き
ま
し
て
も
、

財
政
の
簡
素
化
と
経
費
節
減
合
理

化
を
推
進
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
を
配
分
に
徹
し
節
度
あ
る

執

健
全
な
財
政
運
営
を
基
本
と
し
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

俣
野
川
発
電
に
係
る
固
定
資
産

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
対
比

六
・
五
％
の
減
と
大
規
模
課
税
資

産
の
減
価
償
却
に
伴
い
年
々
財
政

力
指
数
も
落
ち
込
む
を
か
、
更
に

大
型
継
続
事
業
、
特
に
平
成
四
年

度
か
ら
、
六
年
度
に
か
け
、
福
祉
施

設
の
新
築
、
学
校
校
舎
改
築
に
続

き
、
集
落
排
水
事
業
、
公
共
下
水

道
整
備
計
画
、
こ
れ
に
伴
う
簡
易

水
道
整
備
事
業
に
加
え
、
本
格
的

な
高
齢
化
対
策
に
お
け
る
財
政
需

要
の
拡
大
等
々
厳
し
い
財
政
事
情

を
念
頭
に
お
き
、
後
世
に
大
き
を

負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に
も
公
債

残
高
に
意
を
注
ぎ
、
町
民
要
望
の

基
盤
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
集
落

排
水
、
公
共
下
水
道
、
簡
易
水
道

等
、
将
来
に
亘
り
計
画
的
、
継
続

的
に
整
備
を
進
め
る
た
め
に
も
、

時
限
立
法
と
し
て
、
本
年
度
思
い

き
っ
て
固
定
資
産
税
率
を
か
さ
上

げ
い
た
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
は
施
策
還
元
を
考
慮

す
る
と
と
も
に
、
国
、
県
の
制
度

に
よ
る
高
率
補
助
、
有
利
を
起
債

等
を
積
極
的
に
模
索
し
、
生
活
環

境
整
備
を
は
じ
め
山
積
す
る
諸
事

業
の
推
進
を
図
り
、
町
民
福
祉
の

一
層
の
向
上
を
念
願
い
た
し
た
く
、

議
会
並
び
に
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
す
次

第
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
そ
の
た
め
に
も
、
本
年
は

財
政
改
革
、
就
中
補
助
金
及
び
交

付
金
、
受
益
者
負
担
金
を
中
心
に
、

財
政
体
質
の
見
直
し
に
つ
い
て
も

検
討
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

魅
力
あ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
努
め
る

歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
づ

く
り
を
柱
と
す
る
　
「
希
望
と
活
力

に
満
ち
た
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
江

府
町
」
を
念
願
し
、
生
活
関
連
社

会
資
本
の
整
備
を
は
じ
め
農
業
基

盤
整
備
、
生
活
環
境
、
道
路
網
等

の
条
件
整
備
の
た
め
の
継
続
的
大

型
事
業
の
推
進
、
学
校
文
教
関
係

施
設
の
整
備
、
地
域
医
療
、
福
祉
、

保
健
衛
生
対
策
の
充
実
、
若
者
定

住
対
策
等
々
、
町
民
参
加
に
よ
る

公
正
で
誠
実
、
公
平
を
開
か
れ
た

心
の
通
い
合
う
町
政
の
基
本
理
念

を
深
く
心
に
刻
み
、
い
ま
内
外
激

動
の
な
か
に
町
民
意
識
も
益
々
多

様
化
、
高
度
化
に
加
え
、
行
政
需

要
の
変
化
の
流
れ
の
も
と
で
徐
々

論

に
進
む
地
方
分
権
確
立
の
た
め
に

も
、
今
こ
そ
足
腰
の
強
い
江
府
町

を
念
願
し
一
層
の
努
力
を
お
誓
い

致
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
平
成
七
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
予
算
と
し
て
、
財
政

の
見
直
し
に
据
え
、
総
額
三
十
三

億
七
千
五
百
万
円
、
前
年
対
比
八

五
・
三
三
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
重
点
施
策
を
配
慮
し
、
編
成

い
た
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
別
途
特
別
会
計
の
十
三

会
計
歳
入
歳
出
予
算
と
し
て
、
十

五
億
九
千
二
百
八
十
三
万
二
千
円
、

一
般
会
計
と
合
わ
せ
、
四
十
九
億

六
千
七
百
八
十
三
万
二
千
円
、
前

年
対
比
十
二
・
〇
％
減
の
予
算
を

編
成
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

何
卒
、
本
議
会
を
通
じ
ま
し
て

町
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
を

重
ね
て
お
願
い
い
た
す
次
第
で
あ

り
ま
す
。

▲本年度から供用開始となる集落排水終末処理場（クリーン
センター川筋）
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単位：千円
（）は％

特　別　会　計
264，742千円
・49，307千円
546，017千円
151，145千円
170，370千円
・29，062千円
・3，500千円
・3，270千円
・4，865千円
210，72＄千円
・88，715千円
・14，981千円
・56，130千円

●国民健康保険（事業勘定）……
●国民健康保険（施設勘定）…‥‥
●老人保健‥…・・・・・・・・・…‥…・…・

●簡易水道事業…‥・・・・・・・・・・・…‥

●農業集落排水事業……‥…‥‥

●住宅新築資金貸付事業‥‥‥‥‥

●江尾財産区‥‥…‥………・‥…・

●神奈財産区…………・…………

●米沢財産区‥‥…‥‥…・…・……

●甘酒茶屋運営事業・・…………‥

●索道運営事業・…‥…‥‥・‥・‥…

●笠長原市民農園……・……‥‥‥

●奥大山の水処理加工施設事業・

防
災
体
制
の

●
消
防

確
立

防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め

平
成
六
年
度
か
ら
各
地
区
の
避
難

場
所
を
選
定
、
防
災
計
画
の
見
直

し
を
進
め
て
い
る
。

災
害
時
に
は
隣
り
近
所
で
助
け

合
い
、
協
力
し
合
う
こ
と
や
火
災

発
生
の
場
合
に
は
、
初
期
消
火
の

た
め
に
必
要
な
水
利
と
し
て
、
本

年
二
か
所
、
防
火
水
槽
を
設
置
す

る
。

●
交
通
安
全
対
策

溝
口
警
察
署
管
内
の
初
の
試
み

と
し
て
行
わ
れ
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
本
町
は

も
っ
と
も
悪
い
成
績
で
あ
っ
た
。

こ
の
実
態
を
大
い
に
反
省
し
、

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
交
通
事

故
絶
滅
を
目
指
す
。

●
統
計
本
年
は
五
年
に
一
回
行
わ
れ
る

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
る
。

（
基
準
日
は
十
月
一
日
）

●
同
和
対
策

「
町
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ

噂

る
差
別
を
な
く
す
る
条
例
」
に
よ
　
㈲

り
現
在
、
審
議
会
で
具
体
的
施
策

を
重
ね
て
い
る
。

一
日
も
早
い
部
落
差
別
解
消
に

全
力
を
傾
け
る
と
と
も
に
、
国
の

部
落
解
放
基
本
法
制
定
に
向
け
て

全
町
民
を
上
げ
て
、
国
、
県
へ
強

く
要
望
す
る
。

江
尾
駅
舎
を
整
備

第
三
次
町
総
合
計
画
の

準
備
の
年

●
企
画
第
三
次
町
総
合
計
画
の
準
備
の

年
と
し
て
、
各
関
係
機
関
と
十
分

を
協
議
を
進
め
る
。

●
日
野
川
ふ
れ
あ
い
公
園

佐
川
地
内
で
進
め
て
い
る
ふ
れ

あ
い
公
園
で
は
、
本
年
、
芝
生
広

場
の
整
備
を
行
い
、
こ
れ
を
も
っ

て
す
べ
て
の
事
業
が
完
了
す
る
。

●
ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策

江
尾
駅
舎
の
整
備
を
行
い
、
中

高
校
生
の
学
習
室
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
住
民
の
集
会

室
、
観
光
協
会
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
す
る
。
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住
民
検
診
の
徹
底

保
育
料
軽
減
、
ひ
と
り
暮

し
の
お
年
寄
り
の
た
め
の

緊
急
シ
ス
テ
ム
導
入

●
戸
籍
住
民
基
本
台
帳

平
成
六
年
の
出
生
者
は
四
十
四

人
、
死
亡
者
は
六
十
三
人
。

本
町
の
世
帯
数
（
一
月
末
）
は

二
一
四
九
世
帯
、
人
口
は
四
五
三

二
人
。
●
児
童
福
祉

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
と
と
も
に
保
育
料
の
軽

減
を
図
る
。

女
性
の
社
会
進
出
に
伴
い
、
安

心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
ら
れ
る

町
づ
く
り
の
支
援
策
と
し
て
第
三

子
保
育
料
軽
減
事
業
を
県
と
協
力

し
て
取
り
組
む
。

●
保
健
衛
生

平
成
六
年
の
死
亡
者
六
十
三
人

中
の
死
因
六
九
・
四
％
は
ガ
ン
、

心
臓
病
、
脳
卒
中
の
三
大
成
人
病
。

調
査
を
し
て
み
る
と
、
死
亡
者

の
を
か
に
は
検
診
を
受
け
て
な
い

方
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態

を
ふ
ま
え
、
更
に
住
民
検
診
の
徹

底
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
検
診

料
を
無
料
化
、
国
保
事
業
に
よ
る

執

人
間
ド
ッ
ク
検
診
事
業
も
実
施
す

る
。
●
老
人
福
祉

高
齢
比
率
は
二
七
・
四
％
（
六

十
五
歳
以
上
の
人
口
が
一
、
二
四

三
人
）
　
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
、
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
円
滑

を
運
営
を
図
る
。

ひ
と
り
暮
し
の
老
人
の
た
め
に

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
本

年
度
二
十
か
所
に
設
置
す
る
。

こ
れ
は
、
緊
急
時
お
年
寄
り
の

安
否
を
確
認
す
る
な
ど
、
い
つ
で

も
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
で
連
絡
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
。

若
者
定
住

三
棟
住
宅
建
設

道
路
整
備
を
行
う

●
建
設
下
蚊
屋
集
落
バ
イ
パ
ス
、
御
机

部
落
バ
イ
パ
ス
、
大
方
坂
な
ど
の

改
良
、
計
画
を
進
め
る
。

●
住
宅
建
設

現
在
、
工
事
を
進
め
て
い
る
佐

川
地
内
の
町
営
住
宅
地
内
に
更
に

三
棟
建
設
す
る
。

ゴ
ミ
処
理
場

田
野
町
と
共
同
処
理

施
設
を
整
備
計
画

●
清
掃
ゴ
ミ
処
理
手
数
料
は
一
世
帯
当

た
り
年
額
一
、
二
〇
〇
円
を
徴
収
。

（
一
人
当
た
り
の
清
掃
費
は
二
二
、

九
八
〇
円
）
。
本
町
の
ゴ
ミ
処
理

場
は
老
朽
化
が
激
し
く
、
更
新
の

時
期
を
迎
え
て
お
り
、
新
処
理
場

は
日
野
町
と
の
共
同
処
理
施
設
を

整
備
計
画
中
。

吉
原
に活
性
化
施
設

は
場
整
備
率
7
5
％

（
県
平
均
進
ち
ょ
く
率
に
）

●
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合

整
備
・
ほ
場
（
柿
原
・
貝
田
）
一
〇
㍍

・
活
性
化
施
設
　
吉
原
一
棟

・
営
農
飲
雑
用
水
（
貝
田
）
浄
水
場
一
か
所

●
県
営
は
場
整
備

・
杉
谷
工
区
、
美
用
谷
工
区
、
舟

谷
工
区
、
笠
良
原
工
区

・
小
江
尾
、
袋
原
、
西
成
、
吉
原

8
月
5
日

高
校
総
体

本
町
は
豊
山
競
技

●
教
育
江
尾
小
学
校
で
は
、
文
部
省
指

定
「
同
和
教
育
」
　
に
本
年
度
か
ら

二
か
年
間
取
り
組
む
。

ま
た
、
町
で
も
五
か
年
計
画
で

児
童
、
生
徒
の
学
力
、
個
性
を
伸

ば
し
、
お
互
い
の
人
権
を
大
切
に

し
合
う
教
育
を
行
う
。

更
に
、
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町

村
事
業
を
継
続
す
る
。

現
在
、
図
書
館
は
規
模
が
小
さ

い
を
が
ら
、
利
用
率
は
県
下
第
六

位
（
平
成
五
年
度
）
で
、
体
育
施
設

の
利
用
は
三
二
、
七
八
八
人
（
町

民
一
人
当
た
り
約
七
回
）
　
と
大
い

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

本
年
は
、
特
に
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
・
登
山
競
技
が
八

月
五
日
に
本
町
で
行
わ
れ
る
。

●
集
落
排
水
事
業

本
年
度
か
ら
川
筋
地
区
に
お
い

て
供
用
開
始
に
在
る
一
方
、
貝
田

地
区
で
も
現
在
、
工
事
が
進
め
ら

れ
、
引
き
続
き
今
後
下
蚊
屋
、
助
沢
、

池
の
内
と
整
備
が
進
め
ら
れ
る
。

●
簡
易
水
道
事
業

現
在
、
美
用
、
乗
尾
、
小
原
、

杉
谷
、
宮
市
原
、
宮
市
の
大
集
落

を
対
象
に
事
業
が
進
め
ら
れ
、
本

年
度
完
成
予
定
で
あ
る
。

貝
田
に
お
い
て
も
、
平
成
八
年

度
完
成
を
目
指
し
て
工
事
が
行
わ

れ
て
い
る
一
方
、
江
尾
地
区
及
び

第
一
共
同
簡
易
水
道
（
小
江
尾
、

久
連
、
佐
川
、
本
五
）
　
の
水
源
改

良
に
伴
い
、
現
在
基
本
計
画
を
検

討
し
て
い
る
。

●
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋

・
宿
泊
者
数
　
七
、
五
〇
〇
人

・
休
憩
者
数
　
四
、
〇
〇
〇
人

・
食
堂
利
用
者
数
六
〇
、
〇
〇
〇
人

・
ス
キ
ー
リ
フ
ト
輸
送
人
員

四
一
五
、
〇
〇
〇
人

●
奥
大
山
の
水
処
理
加
工
施
設
事

業
昨
年
の
猛
暑
の
折
に
高
松
市
に
、

ま
た
、
一
月
の
阪
神
大
震
災
の
折

の
救
援
物
資
と
大
活
躍
し
た
奥
大

山
の
水
は
、
販
売
目
標
の
二
十
五

万
本
を
こ
え
て
、
三
十
数
万
本
の

販
売
実
績
を
残
し
た
。
今
後
も
、

販
路
の
拡
大
に
努
力
す
る
。

（5）
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奥大山チロルの里

全国スキーマラソン大会

上げて
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
全
国
的

に
も
有
名
に
な
っ
た
全
国
ス
キ
ー

マ
ラ
ソ
ン
大
会
9
5
が
三
月
十
二
日

に
鏡
ケ
成
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
第
五
回
を
迎
え
、
開
会

前
に
は
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
、
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
花
盛
り
。
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
五
六
〇
人
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ス
別
に
粉
雪
を
舞
い

上
げ
な
が
ら
、
大
自
然
の
な
か
を

走
り
ぬ
け
て
い
ま
し
た
。

⑳

▲「マイペースで走ります」とひとこと

ト．‥・　　二、
■

▲560人の選手がいっせいにスタート

▲「精一杯走ります∃」

▲「今日のぼくの走りをみてください」

▲県観光キャンペーンレディと町消防キャンペ
ーンレディがオープニングを飾りました

‾‾一一」！L」等▲アルプホルンか山々にこだまする

∵
∴
∴
．

（6）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



▲子どもを背負って、－歩一歩確実に

「

▲杉木立のなかをスイスイと

■
3
0
キ
ロ
　
〓
般
男
子
）

第
1
位
　
伊
藤
崇
智
（
溝
口
町
）

第
2
位
　
船
越
練
二
　
（
佐
治
村
）

第
3
位
　
上
田
　
膵
（
米
子
市
）

■
1
5
キ
ロ
　
〓
般
男
子
）

第
1
位
　
宮
本
孝
志
（
境
港
市
）

第
2
位
　
中
野
敏
寛
（
米
子
市
）

第
3
位
　
空
　
信
行
（
米
子
市
）

¶

・
」
、
¶
「

．」
ト
ト
「
軋
軋1磯

＼
【

ノ′

▲偏後まで頑張って」

’
1
0
キ
ロ

第
1
位

第
2
位

第
3
位

■
1
0
キ
ロ

第
1
位

第
2
位

第
3
位

■
1
0
キ
ロ

第
1
位

第
2
位

第
3
位

■
5
キ
ロ

第
1
位

第
2
位

第
3
位

■
5
キ
ロ

第
1
位

第
2
位

第
3
位

■
5
キ
ロ

第
1
位

第
2
位

第
3
位

〓
般
男
子
）

小
原
輝
巳
　
（
米
子
市
）

高
山
秀
基
（
岡
山
県
）

船
越
　
修
　
（
佐
治
村
）

〓
般
女
子
）

矢
内
里
奈
（
岡
山
県
）

藤
島
京
子
（
日
南
町
）

藤
島
敬
子
（
日
南
町
）

（
中
学
男
子
）

小
谷
智
也
（
日
南
町
）

晴
水
　
元
　
（
島
根
県
）

棚
澤
亮
太
郎
（
岡
山
県
）

（
中
学
女
子
）

矢
内
志
奈
（
岡
山
県
）

藤
島
優
子
（
日
南
町
）

小
杉
美
由
紀
（
佐
治
村
）

（
小
学
男
子
）

久
代
喜
平
（
日
南
町
）

中
尾
和
敬
（
佐
治
村
）

藤
原
孝
志
（
日
南
町
）

（
小
学
女
子
）

松
本
早
代
（
溝
口
町
）

金
田
千
明
（
日
南
町
）

小
豆
澤
か
え
で
（
日
南
町
）
7
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が
ん
ば
れ
′
魚
崎
町

雪
だ
′
，
だ
ん
ご
汁
だ
′

靡
天
神
ば
や
し
だ
′

神
戸
市
東
灘
区
（
魚
崎
町
）
を
慰
問

rィ毎、＿二　　＿ヽi
▲野菜をきざむ町日赤奉仕団の皆
さん（特産品研究加工施設）

（8）

三
月
二
十
六
日
、
神
戸
市
東
灘

区
の
魚
崎
町
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
、
本
町
か
ら
伯
蓄
天
神
ば
や
し

の
メ
ン
バ
ー
十
六
人
、
雪
二
ト
ン
、

み
そ
汁
だ
ん
ご
千
食
分
を
持
参
し
、

魚
崎
小
学
校
の
校
庭
で
被
災
者
の

皆
さ
ん
を
激
励
し
ま
し
た
。

到
着
と
同
時
に
魚
崎
小
学
校
の

プ
ー
ル
に
特
設
の
雪
の
す
べ
り
台

を
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に

作
る
一
万
、
千
食
分
の
み
そ
汁
だ

ん
ご
の
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
し

た
。

ま
た
、
特
設
の
雪
の
す
べ
り
台

で
は
、
子
供
た
ち
が
大
歓
声
を
上

げ
、
何
度
も
ソ
リ
で
す
べ
っ
た
り

雪
合
戦
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

夢◎

▲楽しそうにソリですべる子供たち

だ
ん
ご
汁
千
食
分

町
日
赤
奉
仕
団
が

前
日
、
準
備
す
る

こ
の
千
食
分
の
材
料
は
、
前
日

に
町
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
が

用
意
さ
れ
た
も
の
で
、
だ
ん
ご
汁

を
用
意
し
た
テ
ン
ト
に
は
、
み
る

間
に
長
い
列
が
で
き
、
伯
蓄
天
神

ば
や
し
の
威
勢
の
い
い
は
や
し
を

聞
き
を
が
ら
身
も
心
も
暖
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

▲威勢のいいはやしが眠り響く

避
雉
生
活
を
送
る
三
〇
〇
人
の
被

災
者
に
と
っ
て
、
雪
と
温
か
い
汁

と
伯
蓄
天
神
ば
や
し
は
何
よ
り
の

励
ま
し
と
在
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
町
の
被
災
地
に
対

し
て
の
救
援
に
、
魚
崎
町
協
議
会

か
ら
感
謝
状
が
寺
崎
会
長
か
ら
福

田
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
者
三
〇
〇
人
の

心
を
い
や
す

こ
の
魚
崎
小
学
校
で
、
厳
し
い

⑳

痘
　
謝
状

諸
相
が
喜
成

‥
．
即
‥
ト
わ
い
…
叫
べ

撞
昭
攣

女
肯
号
化
為
祖
々
を
や
せ
思
慮

警

覇

葦

舶
嚢
鮎
童
餞
手

車
裏
机
斬
恕
甘

食
木
　
与
再
見

▲魚幡町協議会からの感謝状
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どうぞ」「

‘‘ぉ年寄りは

じげの宝です”

［竺竺竺三三品訂

三
月
十
九
日
、
貝
田

集
落
で
七
十
八
回
を
迎

え
る
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
貝
田
の
青

年
グ
ル
ー
プ
の
同
志
会

と
婦
人
会
が
共
催
。
（
七

十
二
歳
以
上
、
三
十
五

人
の
お
年
寄
り
が
対
象
）

開
会
に
あ
た
り
、
同

志
会
の
岡
田
雄
成
会
長

が
　
「
お
年
寄
り
を
大
切

に
す
る
こ
と
こ
そ
、
我

が
貝
田
の
家
風
で
す
」

と
挨
拶
。

を
ご
や
か
を
雰
囲
気

の
な
か
で
、
い
つ
ま
で

も
と
ぎ
れ
る
こ
と
を
く

話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

N・悩回
転
子
な
ど
配
置
完
了

い
よ
い
よ－

俣
野
川
発
電
所
－

▲憤重な作業で回転子がすえつ

三
日
二
十
八
日
、
俣
野

川
発
電
所
で
三
号
機
の
回

転
子
の
つ
り
込
み
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
、
す
べ
て
の
回

転
子
が
配
置
さ
れ
、
す
え

付
け
さ
れ
た
の
ち
、
詳
細

に
わ
た
っ
て
検
査
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
春
に
は
、
い

よ
い
よ
四
号
機
の
始
動
が

行
わ
れ
る
予
定
で
、
本
格

的
に
発
電
が
ま
も
な
く
始

ま
り
ま
す
。

▲開票作業を行う町職員

鳥取県知事選挙終る
投票率80．14％

四
月
九
日
、
鳥
取

県
知
事
選
挙
の
投
票

が
町
二
十
一
か
所
の

投
票
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
（
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
・
日
野

選
挙
区
で
は
、
定
員

二
人
に
対
し
て
二
人

が
立
候
補
。
三
月
三

十
一
日
の
告
示
日
に

他
に
立
候
補
が
な
く
、

立
候
補
者
松
原
一
男

氏
、
佐
藤
誠
氏
に
決

定
し
ま
し
た
）

開
票
は
、
午
後
六

時
四
十
分
か
ら
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
開
票
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
し

た
。
投
票
総
数二
、
八
五
七
票

有
効
投
票二
、
八
二
二
票

無
効
投
票

四
四
票

投
票
率八
〇
・
一
四
％

候
補
音
別
得
票
数

村
口
の
り
や
す
二
三
五
票

西
尾
ゆ
う
じ

二
、
五
七
八
票
　
㈲
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江
尾
小
学
校
改
築
・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
移
転

夢
の
よ
う
な
学
校
へ
よ
う
こ
モ

10

七
色
に
輝
く
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

学
校
食
堂
、
こ
こ
は
夢
広
場
で
す
。

江
尾
小
学
校
校
舎
の
改
築
が
終

了
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
築
で
は
、
江
尾
小
学

校
校
舎
の
は
か
、
学
校
食
堂
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
ま

し
た
。
改
築
さ
れ
た
校
舎
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
で
七
つ
の
教

室
が
あ
り
ま
す
。
校
舎
の
窓
は
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
よ
っ
て
装
飾
さ

れ
、
外
観
に
は
チ
ロ
ル
風
の
デ
ザ

イ
ン
が
施
さ
れ
た
ほ
か
、
い
た
る

と
こ
ろ
に
児
童
が
楽
し
く
明
る
く

学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

学
校
食
堂
は
、
一
七
四
席
の
い

す
席
が
設
置
さ
れ
、
江
尾
小
学
校

の
全
児
童
が
一
度
に
食
事
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
国
道

四
八
二
号
線
の
改
良
に
伴
い
移
転

と
な
っ
た
も
の
で
す
。
新
装
を
っ

⑳

た
調
理
場
に
は
、
最
新
の
設
備
が

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

愚
物
田
切

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

九
七
六
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル

普
通
教
室
　
四
教
室

音
　
楽
　
室
一
教
室

家
庭
教
室
一
教
室

多
目
的
教
室
　
一
教
室

児
童
昇
降
口
　
一
フ
ロ
ア
ー

便
　
　
　
所
　
三
カ
所
（
各
階
）

学
校
食
堂
新
設

鉄
骨
平
屋
建
一
七
四
庸

一
九
一
・
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築

鉄
骨
平
屋
建

二
八
七
・
八
一
平
方
メ
ー
ト
ル

Soumu
四角形
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四角形



▲真新しい教室

（11）

◆改築校舎と学校給食センター

Soumu
四角形



平
成
六
年
度
末
人
事
異
動

こ
の
た
び
、
鳥
取
県
教
育
委
員
会
定
期
人
事
異
動
（
四
月
一
日
付
）

に
よ
り
町
内
小
中
学
校
の
先
生
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま

す
。

※
米
沢
小
学
校
校
長
に
、
長
　
尾

※
米
沢
小
学
校
教
頭
に
、
鳥
　
居

※
江
尾
小
学
校
教
頭
に
、
高
　
橋

※
江
府
中
学
校
教
頭
に
、
佐
々
木

武長良武

彦年光久

先先先先
生　生　生　生

米沢小学校校長

長尾武久先生

転　 出　 の　 部 転　 入　 の　 部

現任校 職名 氏　　 名
転出先

学校名
新任校 職名 氏　　 名 前任校

米沢小学校 校長 矢 倉 幸 雄 福米東小学校 米沢小学校 校長 長 尾　武 久 多里小学校

ク 教頭 佐々木芙美子 石見東小学校 ク 教頭 鳥 居　良 光 江尾小学校

江尾小学校 教頭 鳥 居　良 光 米沢小学校 江尾小学校 教頭 高 橋 長 年 福栄小学校

〃 教諭 生　田　明 子 福栄小学校 ク 教諭 上原美千代 菅福小学校

ク 教諭 小 谷　良 夫 彦名小学校 ク 教諭 佐 藤　 隆 文 菅生養護学校

ク 教諭 橋 本 康 雄 溝口小学校 ク 養護教諭 林 原 理 恵 日進小学校

〃 養護教諭 国 谷　美 暗 溝口小学校

明倫小学校 教諭 河 本 史 幸 皆生養護学校 明倫小学校 教諭 森 川　寿 子 山上小学校

ク 教諭 生 田　正 樹 境小学校． ク 教諭 生 田　　 求 溝口小学校

ケ 事務職員 中 原 典 子 日野中学校 ク 事務職員 野 坂 和 代 石見西小学校

俣野小学校 事務職員 中 尾　賢 治 日野産業高等学校 俣野小学校 事務職貞 内藤百合子 新採用

江府中学校 教頭 森 田　勝 彦 阿旗小学校校長 江府中学校 教頭 佐々木武彦 日南中学校

ク 教諭 谷本和賀雄 部教育事務所 ク 教諭 青 砥　 隆 志 日南中学校

ク 走内講師 冨　田　健 一 県立米子養護
走内講師 ク 教諭 田 子 睦 男 境小学校

（12）

萄
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おかえりなさ

⑳

ボ
ブ
ス
レ
ー
の
日
本
代
表
と
し

て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
世
界
選
手

権
に
出
場
さ
れ
て
い
た
高
山
淳
さ

ん
が
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
高
山
さ
ん
に
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
・
世
界
選
手
権
の
模
様

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
二
十
三
位
、

世
界
選
手
権
二
十
七
位
で
し
た
。
」

・
大
会
に
出
場
さ
れ
て
の
感
想
は
？

「
日
本
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
技
術
は

世
界
の
第
一
シ
ー
ド
の
実
力
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
ブ
レ
ー

カ
ー
（
後
ろ
で
押
す
人
）
　
の
力
の

差
が
世
界
と
の
差
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
チ
ー
ム
は
全
体
の
経
験
が
浅

い
の
で
こ
れ
か
ら
の
チ
ー
ム
だ
と

思
い
ま
す
」

・
今
回
の
遠
征
で
の
思
い
出
は
？

「
世
界
中
に
友
達
が
で
き
た
こ
と
。

そ
れ
か
ら
レ
ー
ス
の
一
本
目
で

転
倒
し
ま
し
た
。
私
は
無
事
で
し

た
が
、
そ
の
時
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
に

乗
っ
て
い
た
四
人
の
う
ち
二
人
が

▲ジャパンナショナルチーム（高山さんは左から2人日）

▲緊張の一瞬“スタート”

ケ
ガ
を
し
て
入
院
し
て
し
ま
い
ま

し
た
」

・
今
後
の
目
標
は
？

「
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と

三
年
で
す
。
今
回
い
い
経
験
を
し

た
の
で
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て

ぜ
ひ
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
た
い
で
す
。
か
な
わ
な
い
目
標

で
は
な
い
！
」

高
山
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
夏
は

陸
上
選
手
、
冬
は
ボ
ブ
ス
レ
ー
の

選
手
と
し
て
活
動
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

‖監

Soumu
四角形
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生涯学習視察研修

東広島市‘篭認芝

▲エー、そんなことも生涯学習。

三
月
二
日
・
三
日
の
二
日
間
、

広
島
県
の
東
広
島
市
と
廿
日
市
市

を
生
涯
学
習
の
先
進
地
と
し
て
研

修
し
て
き
ま
し
た
。
視
察
研
修
の

一
員
と
し
て
、
生
涯
学
習
基
本
構

想
策
定
委
員
の
井
上
廉
女
さ
ん
に

研
修
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
て
も

ら
い
ま
す
。

生
涯
学
習
基
本
構
想
策
定
委
員

井
上
　
廉
女

春
ま
だ
浅
い
三
月
二
日
と
三
日
、

＠

江
府
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
策
定

委
員
の
一
人
と
し
て
、
町
の
職
員

の
方
々
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
積
極

的
に
推
進
し
て
お
ら
れ
る
東
広
島

市
と
廿
日
市
市
を
視
察
研
修
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ま
ず
最
初
に
訪
れ
た
東
広
島
市

は
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
抱
え

る
若
々
し
い
学
園
都
市
と
い
う
印

象
で
し
た
。
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
等
の
特
色
あ
る
事
業
が
毎

年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
の
ア

ジ
ア
大
会
の
開
催
も
あ
っ
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
数
多
く
育
ち
、
さ

ら
に
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の

充
実
ぶ
り
は
目
を
見
張
る
ば
か
り

で
、
学
習
の
場
と
し
て
広
く
市
民

に
開
放
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
二
日
目
に
訪
れ
た
廿
日
市
市
は

宮
島
と
と
も
に
栄
え
た
人
口
七
万

余
り
の
歴
史
の
古
い
街
で
し
た
。

こ
こ
で
は
、
一
年
ご
と
に
市
民
憲

章
を
一
項
目
ず
つ
具
現
化
し
て
い

く
こ
と
に
よ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

市
内
の
公
民
館
の
各
公
民
館
単
位

の
活
動
も
活
発
で
、
ち
ょ
う
ど
私

た
ち
が
中
央
公
民
館
を
訪
ね
た
と

き
も
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の

若
い
お
母
さ
ん
や
、
絵
画
展
を
催

さ
れ
て
い
る
女
性
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
姿
が
見
ら
れ
、
日
常
的
を
活

動
が
市
民
の
中
に
根
づ
い
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

二
つ
と
も
大
き
な
都
市
で
あ
り
、

私
た
ち
の
町
と
単
純
に
対
比
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
ど
ち
ら
の
市
も
そ

こ
に
住
む
人
々
が
み
な
明
る
く
元

気
よ
く
、
前
向
き
で
あ
る
よ
う
思

え
ま
し
た
。
ま
た
、
年
度
末
の
お

忙
し
い
中
に
あ
っ
て
も
私
た
ち
を

本
当
に
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ

り
、
熱
心
に
説
明
、
回
答
し
て
く

だ
さ
っ
た
両
市
の
推
進
室
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
い
っ
ぱ
い
で
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
じ
て
、
生
涯
学

◎

習
と
い
う
の
は
何
も
特
別
な
こ
と

で
は
を
く
て
、
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し

の
中
で
、
年
代
に
関
係
な
く
一
人

ひ
と
り
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
も
趣
味

で
も
、
何
で
も
い
い
か
ら
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
に
前
向
き
に
挑
戦

し
て
み
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
学

ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
仲
間

や
地
域
の
人
と
共
有
し
、
生
き
が

い
の
も
て
る
生
活
を
お
く
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
大
切
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
し

た
。私
た
ち
の
町
で
も
、
だ
れ
も
が

夢
や
希
望
を
持
っ
て
明
日
を
語
り

合
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

畑

▲資料を見ながらの研修です。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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雑
誌
の
紹
介

週
刊
朝
日

週
刊
新
潮

女
性
自
身

き
ょ
う
ノ
の
料
理

ア
レ
ル
ギ
ー

い
つ
と
は
な
し
に
消
え
て
し
ま

っ
た
雪
の
下
か
ら
、
真
黒
い
大
地

が
顔
を
出
し
ま
し
た
。
さ
ぁ
、
平

成
七
年
度
の
ス
タ
Ⅰ
卜
で
す
。

梅
が
咲
き
桜
が
咲
き
、
別
れ
と

出
会
い
を
一
度
に
体
験
す
る
季
節
。

畔
を
焼
き
田
を
起
し
、
若
苗
を

植
え
る
準
備
の
季
節
で
す
。
そ
う

し
た
、
の
ど
か
を
田
園
風
景
と
は

う
ら
は
ら
に
鼻
づ
ま
り
や
、
目
の

か
ゆ
み
と
い
っ
た
花
粉
症
の
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
目
の
前
の
杉
山

か
ら
、
ま
る
で
黄
色
い
風
が
吹
く

よ
う
に
花
粉
が
飛
ぶ
の
が
見
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
花
粉
症
患

者
に
は
た
ま
ら
な
い
風
景
だ
と
思

い
ま
す
。

文
明
社
会
の
し
わ
よ
せ
が
病
気

に
反
映
さ
れ
、
今
や
、
成
人
病
の

増
加
、
さ
ら
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
患

者
の
増
加
は
目
を
み
は
る
も
の
が

あ
り
、
こ
の
花
粉
症
も
ア
レ
ル
ギ

ー
症
状
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
鼻
に
あ
ら
わ
れ
、
眼
に
き

て
機
に
き
て
、
耳
に
も
皮
膚
に
も

症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
全
身
け
ん
た

い
感
も
加
わ
っ
て
気
分
は
灰
色
の

毎
日
が
六
月
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

こ
れ
と
い
っ
た
特
効
薬
も
な
く

外
気
を
速
断
す
る
た
め
の
大
き
な

マ
ス
ク
を
し
て
、
ボ
ン
ポ
リ
の
つ

い
た
桜
の
木
の
下
を
歩
く
姿
は
、

華
や
か
を
花
と
対
比
し
て
自
然
と

の
戦
い
に
万
策
つ
き
た
人
類
の
姿

を
見
る
よ
う
で
不
安
感
を
増
し
て

ゆ
く
気
が
し
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
も

花
粉
症
も
基
礎
知
識
か
ら
民
間
療

法
ま
で
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

た
書
物
が
た
く
さ
ん
図
書
館
に
あ

り
ま
す
。

忙
し
い
農
作
業
の
あ
い
間
に
も

是
非
図
書
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

趣
味
の
園
せ
五

す
て
き
を
奥

旅R 
U
 
R
 
H
U
 
B

」
又
聾
春
秋

，
え
が
お
快
々

蓋
大
し
い
部
屋
U　さ

ん

ク

ロ

ワ

ッ

サ

ン

〈12種類の雑誌が4月から、図書館にそろいます。〉

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
1

八
四
月
十
四
日
か
ら
）

市
民
農
園
「
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
」

の
四
季
の
風
景
を
山
本
喜
和
さ
ん

が
写
真
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▲美しい花の写真で

（
新
着
図
書
）

○
大
わ
ら
ん
じ
の
男
（
一
・
二
）

津
本
　
　
　
陽

○
顔
面
麻
痔
　
　
ビ
ー
ト
た
け
し

○
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団

○
中
森
明
菜
・
哀
し
い
性

木
村
　
　
恵
子

○
波
瀾
万
丈
　
　
辰
吉
　
丈
一
郎

○
半
人
前
が
残
さ
れ
て
伊
集
院
　
　
静

○
総
理
の
座
　
　
田
勢
　
　
康
弘

○
上
岡
龍
太
郎
か
く
語
り
き

上
岡
　
龍
太
郎

○
毛
沢
東
の
私
生
酒
　
李
志
績

○
聖
な
る
予
言ジュ

ー
ズ
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド

○
夜
に
忍
び
こ
む
も
の
渡
辺
　
　
淳
一

〇
心
に
残
る
と
っ
て
お
き
の
話
し

潮

　

文

　

社

（
今
月
の
お
す
す
め
）

○
料
理
の
鉄
人
完
全
レ
シ
ピ
集

大
人
気
番
組
「
料
理
の
鉄
人
」

待
望
の
公
認
レ
シ
ピ
集
。
対
決
の

舞
台
裏
秘
話
、
シ
ェ
フ
た
ち
の
レ

ス
ト
ラ
ン
情
報
も
満
載
。

「
私
の
記
憶
が
確
か
を
ら
ば
、

数
あ
る
料
理
本
の
中
で
も
、
こ
の

一
冊
だ
け
が
　
『
美
食
』
　
の
極
意
を

伝
授
し
て
い
る
。
」
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こんな技術を
身につけませんか

POP広告講習会

受講生募集
ト
講
習
会
修
了
者
の
作
品
（
H
6
）

⑳　女性就業援助センターでは、働

㊨

きたい女性の方を対象に就業に必

要な技術・資格を習得し、より有

利を条件で働いていただくために

POP広告（基礎）講習会を開催

します。

■講習内容

労働省認定POP広告クリエイ

ター技能審査3級程度の知識・

技術を習得できます。

■受講資格

就業を希望される女性で講習の

全日程出席できる方。

■定員

20人。

■講習期間・時間

平成7年6月6日～8月4日

（毎週月・水・金の20日間）

1日・5時間（午前10時～午後4時）

■受講料

無料（教材費は一部自己負担）

■講習会場

県立母子福祉センター

（米子市米原1496－20）

■申込み期間

5月8日～12日

■申込み・お問い合わせ先

鳥取県女性就業援助センター

〒680鳥取市扇町21

県民ふれあい会館内

℡0857－22－6542

今年、題は「苗」ト宮内庁1

平成8年歌会始の詠進歌募集

■題

『苗』

1募集内容

・自作の短歌で1人1首とし、未

発表のものに限ります。

・用紙は、半紙（和紙）とし、毛

筆で自書してください。

・書式は、半紙を横長に用い、右

半分に題と短歌、左半分に郵便

番号、住所、氏名（本名でふり

がをを記入）、生年月日、職業

を書いてください。

（職業は、なるべく具体的に記

入し、例えば無職の場合は、『無

職』。主婦の場合は、「主婦」

と書いてください）

llしめ切り目

平成7年9月30日（郵送の場合）

INFORMATION
二二二二二二ン／

■あて先

〒100東京都千代田区千代田1

番1号　宮内庁

（封筒には、必ず「詠進歌」と

書き添えてください。また、歌

は小さく折ってもかまいません）

■お問い合わせ先

あて先の住所の宮内庁式部職あ

てに、郵便番号、住所、氏名を

書き、返信用切手をはった封筒

を添えて、9月20日までにお問

い合わせください。

（をお、病気または、身体の不

自由な方で自害することができ

をい場合は、代筆しても差し支

えありませんが、代筆の場合に

は、別の紙に代筆の理由、代表

の方の住所及び氏名を書いてく

ださい）

詠進歌の書式は次のとおりです

（書式図）

一一十・l▲

田

所

（約33センチメートル）

（
約
2
4
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

3日囲
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平成7年度

自衛隊募集
ト防衛庁1

■受付期間

4月20日㈹～5月26日（動

■採用予定

要　 員 区　　　 分 男子 女子

陸上要員 一般幹部候補生 80人 10 人

海上要員
一般幹部候補生 50人 10 人

技術幹部候補生 20　人

航空要員 一般幹部候補生 40人 10人

■応募資格

・日本国籍があり、平成8年4月

1日現在で次の各項目に該当す

ること。

（922歳以上26歳未満で大学卒業程

度の学力を有すること。

②大学院修士課程修了者について

は28歳未満であること。

③海上技術幹部候補生は22歳以上

26歳未満（大学院において正規

の理学または工学の課程を修了

し理学修士または工学修士の学

位を受けた者にあっては28歳）

■試験日

平成7年6月24日出　筆記試験

■試験会場

県内（1か所）受験者本人に通

知します。

■第1次試験発表日

平成7年7月14日（劫、合格者に

は第2次試験日及び試験会場を

指定してあります。

●お問い合わせ先

自衛隊米子募集事務所

℡0859－32－2400

さあ、みんなで
身体を動かそう

卜機能訓練教室1

■ねらい

身体機能の維持回復、ねたきり

予防を目的としています。

■対象

脳卒中による後遺症があり、身

体機能に障害のある方。

■内容

ゲーム、レクレーション、体操

などを行います。

■場所

福祉センター

雷期間

平成7年4月20日から始まり、

毎月1回開催します。

■申込み・お問い合わせ先

いつでも受付けていますので、

ご希望の方、または、詳細につ

いては役場福祉保健課の保健婦

までご連絡ください。

日　付 行　 事　 予　 定 日　付 行　 事　 予　 定

4／1耳目） 4／2《月）

1酬 区長会、分館長会、体育協会総会　　（山村開発センター） 2馴

1鋤や 老人クラブ総会（10：30） 2鋤や

2㈱ 江尾小学校校舎竣工式（10：00） 27㈹ 春季交流ゲートボール大会（8 ：30）
県児童館連絡協議会総会（10：30）

21（封 町長一日江尾郵便局長 2噛 明徳学園入学式（10：00）
民生委貞会

2出 2拙 みどりの日

2耳目） 3咲日）

11m

⑳

1
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震度4以上の

防災無．線でお知らせ

隼．三

⑳

1月17日に発生した阪神大震災

は、様々を問題を私たちになげか

けました。

町では、昨年から新たを防災計

画の見直しを進めていますが、情

報を伝達する防災無線については

次のような場合に限り、放送を行

いますので、ご承知おきください。

■地震発生し、県庁消防防災課か

ら震度4以上の地震発生の連絡

が入った場合に限り、町防災無

線で周知・徹底を図り、その被

災状況などの情報収集につとめ

個別受信機の
電池を交替

［竺竺竺慧誌］
なお、個別受信機の電池（単2）

の交替を必ず行ってください。

万一の場合（つまり、災害が発

生し停電と在った場合）受信機は

作動しませんので、ご注意くださ

い。

また、個別受信機の調子（音声

が不鮮明とか雑音が入る）が悪い

場合は、次の所にお問い合わせく

ださい。

■お問い合わせ先

役場・総務課（広報管財係）

故障の場合は、すぐに業者に連

絡しますが、件数が多い場合はし

ばらくお待ちください。

お世話になります
平成7年度
区長さん

本年度の区長さんを紹介します。

役場と集落のパイプ役として、い

ろいろお世話になりますが、よろ

しくお願いします。

（敬称略）

本町1丁目　　谷　口　毒　治

本町2丁目

本町3丁目

本町4丁目

本町5丁目

新町1丁目

新町2丁目

中　川　正　春

川　上　雄　右

深　田　喜　入

川　端　裕　人

岡　田　照　司

加　藤　正　史

大　　　満　　徳　岡　　　昌

小　江　尾　　手　島　武　治

久　　　連　　井　上　博　王

佐　　　川　　前　角　　　優

柿　　　原　　奥　田　親　雄

宮　　　市　　河　上　貞　也

宮　市　原　　三　上　義　賛

助　　　沢　　北　村　仁　巳

下　蚊　屋　　小　椋　隆　治

笠　長　原　　土　橋　洋　二

御　　　机　　仲　田　千　席

乗　　　尾　　末　次　芳　人

美　　　用　　板　井　　　久

小　　　原　　谷　口　　　強

杉　　　谷　　末　次　輝　夫

貝　　　田　　森　田　　　寿

下　安　井　　三　輪

洲　河　崎　　佐々木
英
健

男

荒田藤原功

半の上徳岡茂

宮の前土井垣史朗

武　　　庫

新　　　道

旦

池　の　内

尾の上原

日　の　詰

深　山　口

吉　　　原

西　　　成

袋　　　原

大　河　原

宇

山

古

藤

藤

中

下

新

妹

清

酒

田

根

川

原

原

尾

原

見

尾

水

水

潔

雄

子

士

一

秋

道

明

範

良

将

康
允
正
　
　
唯
弘
俊
計
忠
隆

人事 紹介
（）は前住職

（4月1日）

■農林振興課長

千藤　正（農林振興課参事）

●税務課長

篠田勇夫（税務課長心得）

■建設課長

手島慎一（建設課長心得）

■退職

大床明則（農林振興課長）

倉吉地方農林振興局国営
事業推進室長

（1秒
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「
㊦
お
か
あ
さ
ん

よっと・役立つ

一生活メモ

こ
の
記
号
は
な
あ
～
に
？

衣
料
品
の
取
り
扱
い
表
示
の
見
方

洋
服
に
付
い
て
い
る
絵
柄
（
記

号
）
は
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
そ

の
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
人

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
絵

柄
は
、
洗
い
方
、
塩
素
漂
白
の
可

否
、
ア
イ
ロ
ン
の
掛
け
方
、
ド
ラ

イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
絞
り
方
、
干

し
方
の
六
分
類
が
あ
り
、
一
般
的

に
、
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
ひ
と
つ

●

もっと知ってほしいわが町

の
目
安
。

洗
濯
す
る
際
は
、
表
示
を
う
の

み
に
せ
ず
、
経
験
を
い
か
し
た
賢

い
判
断
が
大
切
で
す
。

取り去凱1絵表示の記号と意味
（日本工業規格・t部抜粋）

l記 号 記 号 の 意 味

塩
△
塩素系漂白剤による

素
漂
白
の
可

漂白ができる

盤
塩素系漂白剤による

否 漂白はできない

ド

（∋
ドライクリーニング
ができる。溶剤はパー
ウロルエチレンまた
は石油系のものを便

フ
イ
ク

用する

㊤ ドライクリーニング
リ
l

ン
グ

ができる。溶剤は石油
系のものを使用する

三 ドライクリーニング
はできない

絞

り

方

文 王d 手破りの場合は弱く、遠心脱水の場合は短時間で
絞るのかよい

絞ってはいけません

亘
注）絞り方の記号は手絞りのよう
に見えますが、遠心脱水の意味も
含んでいます。

干

し

方

ニ
つり干しがよい

ニ
日陰の平干しがよい

江府町名の由来

江
府
町
は
昭
和
二
十

八
年
六
月
一
日
に
発
足

し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
江

府
町
の
名
は
ど
の
よ
う

に
し
て
生
ま
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
ま
ず
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
。

三
百
数
十
点
が
集
ま

り
、
予
選
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
な
か
に

は
、
嶽
南
町
、
江
美
町

の
ほ
か
、
旧
町
村
名
を

連
結
さ
せ
た
神
江
沢
・

記 号 記 号 の 意 味

洗

い

冒 液温は40℃を限度と
し、洗濯機による洗濯
ができる

冒 液温は30℃を限度と
し、洗濯機の弱水流ま
たは弱い手洗いがよ
い

手書イ
液温は30℃を限度と

方

水

洗

い

、 い　 洗いがよい
∈聖 7 （洗濯機は使用でき
ない）

；ご 水洗いはできない

亘 「中性」の文字は中′
洗剤使用の意味。ほか
の洗い方記号にも便
われる

注）95℃で洗う場合は、洗濯機を
使うことを意味していません。
95℃で洗濯機を使用すると、洗た
く機が故障する恐れがあります。
40℃以下が8本の洗濯機によい。

ア
イ
⊂】
ン
の
掛

け
方

∠云
アイロンは中程度の
温度 （140℃～160℃
まで）で、掛けるのが
よい

責

アイロン掛けはできない

∠五

一、′・、＿

アイロンの下に当て
布を使用する

注）高温は180℃～210℃、低温は
80℃～120℃で掛けるのがよい。

（注）×印は禁止を意味。「ネット使用」などの注意は絵柄の外などに付記される。

江
奈
沢
・
神
尾
沢
を
ど

も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

惧
重
を
審
議
の
結
果
、
結

局
、
『
水
へ
江
）
　
の
集
ま
る

中
心
　
（
府
）
』
　
と
い
う
意
味

を
持
つ
　
「
江
府
町
」
　
に
決
定

し
ま
し
た
。
町
名
が
決
ま
っ

た
の
は
、
町
発
足
日
の
六
月

一
日
の
約
一
か
月
前
、
五
月

六
日
の
早
朝
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
名
付
け
親
は
、
町
名
を
応

募
い
た
だ
い
た
小
江
尾
の
篠

田
玄
正
さ
ん
で
す
。

（
江
府
町
史
か
ら
抜
粋
）

3日㌫
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発
行
・
江
府
町
役
場

〒
6
8
9
－
4
4
　
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
大
字
江
尾
4
7
5

℡
0
8
5
9
（
7
5
）
2
2
1
1
　
F
A
X
O
8
5
9
（
7
5
）
2
3
8
9

編
集
・
総
務
課
　
　
印
刷
・
富
士
印
刷

3月届

●お誕生おめでとう

（住所）（氏　名）　條護都（続柄）

佐　川　高木　悠斗　　浩　長男

宮市原　加藤　大翔　　沼　長男

小江尾　中前　広大　茂美　二男

池の内　藤原　朝美　孝志　長女

下蚊屋　梅田　祐太　　仁　三男

●ご結婚おめでとう

歪芸久実警）芸崇都杉並区から

慧波江和芸）
広島県東広島市

江尾から

芸谷崇芸芸）芸諾ら

霊孟与霊三）

∴一二一

三輪　睦実

勝部久美子

神奈川県川崎市

江尾から

武庫

京都府向日市から

下安井

江尾から

●ご冥福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）

宮市原　渡部　正雄　87歳

封
勇
購

下安井　中村　徳代　94歳　眞

小江尾　長尾　正顕　88歳

本　一　石黒　忠告　78歳

局毎習掲守
行ってみたい所ですか？　　　甘沙蓼⑲

ヨーロッパで、文化遺跡を
みて歩きたいですね。

江府町森林組合勤務　長岡達也さん（22歳）

＊好きな女性のタイプは？

料理のうまい人です。

＊モットーは？

自由奔放、気ままといったとこ

ろです。

＊町にのぞみたいことは？

もう少し、明るい町にをってほ

しい。

＊現在の仕事内容はなんですか？

森林組合に入ってちょうど1年

です。今は、間伐、枝打ちをどの

事業の担当をしています。

＊趣味は？

今は、何にもやっていません。

高校の頃、ラグビーをやっていた

ので、今年は何かやりたいですね。

い
う
あ
い
ま
い
を
表
現
で
す
が
）

白
黒
と
な
り
ま
し
た
。

様
々
を
ご
意
見
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
諸
般
の
事
情
を
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

実
は
上
記
の
　
「
元
気
で
～
す
ヤ
ン

グ
」
は
平
成
六
年
度
で
終
了
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

所
で
　
「
次
は
だ
れ
で
す
か
。
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
、

気
を
と
り
直
し
て
再
び
掲
載
し
ま

し
た
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

世帯数1，256世帯（＋4）人口4，527人（＋1）男2，152人（± 0）

闇
二
日

▼
驚
か
れ
た
方

も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
町

報
は
当
分
の
間

（
当
分
の
間
と

女2，375人（＋1）（）は前月比　3月末　位0）
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